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城下町佐倉・江戸ぐるめ

　佐倉は、昔から江戸を支えた町として、成田・

佐原・銚子と共に栄え、日本遺産にも選ばれまし

た。そこで、佐倉市内の小中学校では、江戸時代

に佐倉で食べられていたものや、当時の名物を使

った料理を「城下町佐倉・江戸ぐるめ」として、

給食で実施しました。  今日の給食は、江戸っ子が

好んで食べた「江戸三白」といわれた、白米・豆

腐・大根を使ったメニューです。デザートは、お

城もなかです。お城の形をした最中の皮に、給食

室で手づくりしたさつま芋の餡を挟んでいただき

ました。
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